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行 政 報 告 
            令和８年壱岐市議会定例会６月会議 

１．はじめに 

本日ここに、令和８年壱岐市議会定例会６月会議にあたり、３月会

議以降、本日までの市の重要事項及び政策などについてご報告申し

上げ、議員皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

はじめに、令和８年春の叙勲・褒章において、本市から元壱岐市

議会議員の 市山
いちやま

 繁
しげる

 様が地方自治功労として旭日小綬章を、元壱岐

市消防団副団長の 齊藤
さいとう

 章
あきら

 様が消防功労として瑞宝単光章を、畜

産業の振興にご尽力された 山本
やまもと

 満年
みつとし

 様が黄綬褒章を、勝本小学校

及び勝本中学校の教育振興のため、多額のご寄附を賜りました本市

出身の 中村
なかむら

 豊
ゆたか

 様が紺綬褒章を受章されました。 

また、第２８回長崎県葉たばこ振興協議会優良農家表彰事業にお

いて、松本
まつもと

 則雄
の り お

 様及び松本
まつもと

 栄子
え い こ

 様が長崎県知事賞を受賞されま

した。 

この度、叙勲・褒章並びに表彰をお受けになられた皆様に対し、今

日まで築かれたご功績に、深甚なる敬意を表しますとともに、心か

らお慶び申し上げます。 

それでは、本日までの市政の重要事項などについて、ご報告いたします。 

（１）壱岐新時代プロジェクト及び未来シナリオシミュレーション 

本市では、第４次壱岐市総合計画に掲げる２０５０年人口２万人の

維持に向け、昨年度から国・県の様々な補助を頂き、市民対話も重

ねながら、壱岐新時代プロジェクトの具体化を図ってまいりました。 
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そして、３月３０日には、壱岐新時代対話会を開催し、「４つのみな

とプロジェクト」の構想と、ＡＩを活用した未来シナリオシミュレ

ーションの結果を発表したところです。 

 「４つのみなとプロジェクト」につきましては、４つの地域の産業

や特性を最大限に活かし、地域の魅力をアップデートする試みです 。 

郷ノ浦の「つながりのみなと」プロジェクトでは、盈科小学校の

移転を一つの選択肢として想定し、その跡地活用において、多世代

が交流するセントラルパークを核とした交流施設の整備を、将来的

な可能性として検討してまいります。 

勝本の「あそびのみなと」プロジェクトでは、埋立地整備を契機

に、地域内の回遊性を高め、港町の活気を取り戻す動線を整備いた

します 。 

芦辺の「くらしのみなと」プロジェクトでは、空き家のリノベー

ションや仕事のシェアを通じ、二地域居住という新たな定住形態を

提案してまいります 。 

石田の「まなびのみなと」プロジェクトでは、島全体をフィール

ドワークの場として開放し、「若者が挑戦し続けられる島」としての

ブランド化を推進いたします 。 

 さらに、これらの施策の有効性を検証するため、ＡＩを活用し、

２万通りもの予測を行う「未来シナリオシミュレーション」を実施

しました。その結果、壱岐新時代プロジェクトを推進することで、

人口減少に歯止めをかけられる可能性が科学的に示された一方、「理

想的な未来へ進めるか、衰退の道を辿るかの大きな分岐点が、わず
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か２・３年後の２０２８年頃から到来する」という現実も浮き彫り

になったところです。 

 ２０５０年人口２万人という目標の実現には、個人・地域・行政

が一体となって取り組むことが必要不可欠です。今後も市民の皆様

との対話を重ねながら、本プロジェクトを力強く推進してまいりま

す。 

（２）郷ノ浦港ターミナル混雑に対する要望 

現在、郷ノ浦港においては、ターミナル周辺の駐車場不足などに

より慢性的な混雑が生じております。特に船舶の到着前後は送迎車

両が集中し、市民や観光客の利便性を損なうだけでなく、バスやタ

クシーの運行にも支障を来している状況です。多くの利用者から抜

本的な改善を求める声が強く上がっている中、５月２６日に港湾管

理者である県に対し、要望書を提出いたしました。 

短期的には、市民のニーズを把握した上で、早期に効果が発現で

きる対策の実施を、そして中長期的には、郷ノ浦港ターミナル周辺

の全体的な駐車場の再整備の推進を要望したところであり、今後、

県知事に対しても同様に要望を行う予定としております。 

市民皆様には多大なるご不便をおかけしておりますが、今後も県

と連携して、混雑解消と利便性の向上に向けて、全力で取り組んで

まいります。 

（３）ふるさと納税の推進 

 ふるさと納税の令和７年度実績は、寄附件数１万９，５３０件、

寄附総額７億５,２６９万円であり、対前年比８５２件、約４,６００
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万円の減となりました。減少の主な要因は、昨年９月のポータルサ

イトでのポイント付与終了のほか、長引く物価高騰などが影響した

ものと捉えています。 

ふるさと納税は、本年１０月の基準見直しのほか、自治体間競争

など、今後も厳しい状況が続いていく見通しですが、本市の主要施

策実現のための貴重な自主財源でありますので、認定基準を遵守し

たうえで、返礼品事業者及び中間管理事業者と連携しながら、返礼

品の開発や安定供給につながる支援策の検討、ＷＥＢマーケティン

グの強化など、第４次壱岐市総合計画に掲げる年間寄附額３０億円

を目指した取組を引き続き進めてまいります。 

また、市民皆様には、島外にお住まいのご親族や友人・知人の皆

様への寄附の呼びかけに、ご協力賜りますようお願いいたします。 

企業版ふるさと納税につきましては、株式会社ファウンテック、

九州郵船株式会社など、延べ９社から合計１,８６０万円のご寄附を

いただいております。寄附金につきましては、壱岐ウルトラマラソ

ンをはじめ、各企業が希望されました事業の財源として、有効活用

させていただいています。 

企業版ふるさと納税は、企業の思いや知見を地域づくりに活かす

ことができる重要な制度であり、人口減少をはじめとする社会課題

が多様化する中、それらの課題に対応していくうえで、財源確保の

みならず、大変有効な制度であります。 

引き続きエンゲージメントパートナー制度と併せて、関係企業に

本市の取組や地域資源に共感いただけるよう、積極的な情報発信を
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行い、寄附に加えて、人的交流や新たな事業連携につながる関係構

築を推進してまいります。 

 

２．交流人口の拡大 

（１）観光施策の推進 

本市における観光客数を推計する上で参考となる九州郵船及びオ

リエンタルエアブリッジの令和７年度の乗降客数は、６２万１，２８０名

で対前年比１０３．１％でありましたが、コロナ禍前の令和元年度

と比較しますと、８７．３７％にとどまっており、依然としてコロ

ナ禍前の水準に戻り切れていない状況です。また、本年のゴールデ

ンウィーク期間中の乗降客数の速報値は、対前年度比で約１０３％

との見込みとなっております。 

このような中、本市では特定有人国境離島地域社会維持推進交付

金（滞在型観光促進事業）を活用した長崎しま旅促進事業、対馬市

との連携による壱岐市・対馬市周遊ツアー造成支援事業、外国人観

光客誘致に向けた観光事業者対象セミナーなどのインバウンド誘客

事業など、関係事業者及び関係団体の皆様と引き続き連携し、国内

外観光客数の早期回復と、観光による地域経済活性化につながる施

策に取り組んでまいります。 

また、昨年度策定しました「壱岐市観光戦略２０２５～２０２７」

は２年目のフェーズを迎え、高付加価値な観光地域づくり、受入

環境の充実、セールス・プロモーションの充実からなる３つの基本

戦略をより具体的に進めるため、市民皆様や観光関係事業者及び関
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係団体の皆様と一体となり、各アクションプランに掲げる事業を推

進してまいります。 

（２）ツール・ド・壱岐島の開催 

本年度も本市の一大イベントである「ツール・ド・壱岐島２０２６」

を、６月７日に開催いたしました。今年の大会にも全国各地から、また

海外では台湾からもエントリーがあり、総計で４３６名のエントリーを

いただき、盛大に開催することができました。 

市民皆様には、一部交通規制へのご理解と、温かいご声援・ご協力を

いただきましたことに感謝申し上げます。また、大会実施にご協力をい

ただきました関係機関、壱岐市消防団並びに各種ボランティアスタッフ

の皆様に対し、改めて深く感謝を申し上げます。 

（３）ネーミングライツの決定 

 壱岐市ネーミングライツ事業実施要綱に基づき、石田スポーツセ

ンターの愛称を付ける権利を取得する企業を公募しましたところ、 

株式会社ファウンテック様からご応募をいただき、施設の愛称を「フ

ァウンテックアリーナ」、略称「ファン・アリ」とすることを決定し

ました。 

ネーミングライツの期間は、令和８年６月２２日から令和１３年

６月２１日までの５年間、命名権料は年額５０万円（総額２５０万

円）となります。なお、６月２２日には同スポーツセンターにて、

御披露目式を予定しております。 

市民皆様におかれましては、新しい愛称「ファウンテックアリー

ナ（ファン・アリ）」に親しんでいただくとともに、なお一層のご利
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用をお願いいたします。 

（４）サンドーム壱岐の活用 

 遊休施設となっているサンドーム壱岐につきましては、民間が保

有するノウハウを最大限に生かした新たな起業促進や雇用創出など、

地域の活性化に資する利活用を図るため、公募型プロポーザルを実

施し、応募のあった法人から提出された提案書に対する評価・審査

を終え、現在、契約締結に向けた準備を進めているところです。 

また、行政財産から普通財産へ変更して貸付を行うため、サンド

ーム壱岐条例を廃止する議案を提出しておりますので、ご審議賜り

ますようお願いいたします。 

（５）壱岐の島ホール開館３０周年記念事業の開催 

 本年度、平成８年２月１１日に開館した壱岐の島ホール（壱岐文

化ホール）が開館３０周年の節目を迎えるにあたり、「２０２４年

第１２回浜松国際ピアノコンクール」で日本人初となる第１位に輝

かれた 鈴木
す ず き

 愛
まな

美
み

 様によるピアノリサイタルを、６月２７日午後１

時から壱岐の島ホール大ホールにて開催します。 

今回のリサイタルは、第１部が市内音楽教室の生徒皆さんによる

演奏会、第２部で鈴木様のピアノリサイタルという構成になってお

ります。なお、入場は無料（全席自由）ですが、整理券が必要とな

っており、６月１日から壱岐の島ホール事務所にて配布しているほ

か、壱岐市ホームページのＬｏＧｏフォームからもお申し込みいた

だけます。 

市民皆様におかれましては、ぜひこの機会に、世界に響く素晴ら
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しいピアノ演奏をお楽しみいただければと思います。 

 

３．産業の振興 

（１）農業の振興 

令和７年度の本市農業生産額は、前年比１１２％の５８億６，８００

万円となり、そのうち畜産物が３９億９，２００万円で、約７割を

占めています。 

また、水稲については、栽培面積７８７ｈａのうち、高温耐性品種

の「つや姫」、「にこまる」、「なつほのか」への作付けが全体の約６５％

に達しており、販売金額は前年比１７０％の１０億２，７００万円

となりました。 

畜産においては、全国的な繁殖農家の高齢化や離農による子牛販

売頭数の減少などにより、子牛価格の高騰が続いています。本市の

令和７年度の子牛出荷頭数は３，６２７頭で、前年度より４４５頭

の減となったものの、子牛平均価格は６８万７千円と前年比１４

万６千円高となりました。 

また、４月子牛市では平均価格が８６万円を超え、６月１日・２日

に開催された子牛市では、４月と比較し、１頭当たり約１万９千円

安の８４万２千円となりましたが、依然高い水準を保っております。 

葉たばこについては、移植期以降、順調な生育となっており、４

月上旬に強風を受けましたが、被害は軽微であり、５月中旬から収

穫が始まり、現在のところ作の揃いも良く、順調に生育している状

況です。 
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馬鈴薯（壱岐黄金）については、令和７年産の春作・秋作を合わせて

耕作面積１４．２ｈａ、出荷量１８９．９トン、生産額は５，０９３

万円で前年比２１２％となり、令和８年産の春作も３月下旬から平

年より暖かく気温が推移し、適度に降雨があったことから生育は順

調で、昨年を上回る反収が期待されます。 

農業の持続的発展には、担い手対策が最重要課題であり、地域農

業の牽引者である認定農業者の育成、新規就農者や集落営農組織な

ど、多様な担い手の確保を重点事業と位置づけ、効率的かつ安定的

な農業経営に向けた取組に対する支援を進めてまいります。 

今回、壱岐市農業協同組合が実施します馬鈴薯集出荷施設の更新

及び新規就農者用リースハウスの整備などに対し、国・県事業の内

示を受けたところであり、所要の予算を計上しておりますので、ご

審議賜りますようお願いいたします。 

（２）水産業の振興 

令和７年度の本市の漁獲量及び漁獲高を昨年度と比較いたします

と、漁獲量は１３％増の約１，９６４トン、漁獲高も２７％増の約

２６億８千万円と、漁獲量・漁獲高ともに増加しております。 

これは、主に大型クロマグロの漁獲枠が、増枠配分されたことに

よるものでありますが、本市の水産業を取り巻く環境は、漁獲の減

少、魚価の低迷、漁業者の高齢化並びに後継者不足など、依然とし

て厳しい状況が続いており、さらに最近の中東情勢の影響を受け、

漁業用燃油や魚箱などの生産コストも高騰しております。 

今後も実態を調査し、漁業者及び漁協の意見などを踏まえたうえ
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で、県への要望につなげてまいります。 

また、本市の重要施策である磯焼け対策については、イスズミな

どの植食性魚類駆除をはじめとした藻場の再生に、積極的に取り組

んでおり、漁業者皆様のご協力により、令和７年度までにイスズミを

約４万尾、アイゴを約４６トン駆除しております。 

その結果、壱岐南西部の海域で藻場が回復しており、令和７年には

昨年より倍の７１７ｈａの藻場の群落を確認しております。また、こ

の藻場について、Ｊブルークレジットを申請した結果、１，３０３

ｔ－ＣＯ２の認証を受けており、今後、クレジットの公募・販売を

進め、その収益を活用して、さらに磯焼け対策を拡充させてまいり

ます。 

 

４．市民生活の維持 

（１）子育て支援の充実 

６月の機構改革により、妊娠・出産から高齢期までを一気通貫で支

援する体制を確立するため、保健環境部から健康未来部に名称を変

更し、子育て支援課の業務を健康未来部へ移管いたしました。 

教育委員会と同じ庁舎となることで、幼保連携に係る取組を加速

させるとともに、関係各課との連携を強化し、妊産婦、子育て世帯及

びこどもたちへの支援の充実に努めてまいります。 

認定こども園については、既存の公立保育所及び幼稚園の活用に

より、勝本町における認定こども園化について、令和９年度の開設

に向け、今後、保護者及び地域の皆様への説明会の実施や長崎県へ
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の手続きなど、各関係機関と連携しながら準備を進めてまいります。 

（２）市税等の収入状況 

令和７年度の市税の収入状況については、現年度分は調定額２３億

２，７６５万円に対し、収入額２３億５８２万円で、収納率は９９．０６％

となり、前年度９９．２％を０．１４ポイント下回りました。 

滞納繰越分は、調定額１億１２１万円に対し、収入額９９３万円

で、収納率は９．８１％となり、前年度１６．０３％を６．２２ポ

イント下回りました。なお、市税全体の合計収納率は９５．３４％

となり、前年度の９５．０１％を０．３３ポイント上回っています。 

また、国民健康保険税については、現年度分が調定額５億７４７

万円に対し、収入額４億８，８０９万円で、収納率は９６．１８％

となり、前年度９６．５６％を０．３８ポイント下回りました。 

滞納繰越分は、調定額８，９１７万円に対し、収入額１，４７６万円

で、収納率は１６．５５％となり、前年度１４％を２．５５ポイン

ト上回りました。なお、国民健康保険税全体の合計収納率は８４．２８％

となり、前年度８１．８２％を２．４６ポイント上回っています。 

また、令和４年度以降導入したコンビニエンスストア、スマートフォン

アプリ及びＱＲコード決済による納付については、１万３，６３２

件の利用実績でした。各種納付方法については、納税通知書の送付

時にチラシを同封するなどにより、お知らせしています。 

市では口座振替納付を推進しており、口座振替することで、納付

に行く手間が省けることや、余分な現金を持ち歩く必要がないこと

で安全・安心な納付につながること、金融機関窓口及びコンビニエ
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ンスストアでの納付時に、市が負担する手数料を抑制できることな

どのメリットがありますので、市民皆様には口座振替での納付につ

いてご協力をお願いいたします。 

また、令和８年１月から、金融機関に出向くことなく、スマホや

パソコンからの口座振替の申し込みが可能になりましたので、ご活

用をお願いいたします。 

今後も、市行政の基幹財源である税の確保と公平・公正な税務行

政の実現に向けて取り組んでまいりますので、市民皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。 

 

５．教育の推進 

（１）壱岐市立郷ノ浦図書館の移転開館 

老朽化や駐車場不足といった問題を解消するため、壱岐の島ホー

ル旧１０６会議室への移転作業を進めておりました郷ノ浦図書館が、

半年間の休館期間を経て、４月２５日に新たに移転開館いたしまし

た。 

新館では、目的の本が探しやすい配置と壱岐に関する郷土資料の

充実に力を入れており、また、限られた空間の中で勉強スペースや

検索用のパソコンを設置するなど、利用者の利便性や快適性の向上

も図っております。 

今後も改善を重ね、これまで以上に市民皆様に親しまれ、学びと

交流の拠点となるような図書館を目指してまいります。 
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（２）こどもたちの活躍 

５月に開催された「全日本卓球選手権長崎県予選会」小学４年生

以下の部において、那賀小学校３年 平野
ひ ら の

 幸人
ゆ き と

 さんが準優勝の成

績を収められ、７月に長崎県で開催される九州大会及び兵庫県で開

催される全国大会への２年連続出場が決定しました。 

他の競技にあっても、各種、島外大会への参加をはじめ、数多く

のこどもたちが文化・スポーツ活動に取り組んでくれています。こ

どもたちの活躍を大変うれしく、頼もしく思いますとともに、こど

もたちが今後も一層の成長と飛躍を遂げられるよう、市としても引

き続き支援してまいります。 

 

６．安全・安心なまちづくり 

（１）防災対策の推進 

国が進める総合的な防衛体制のための公共インフラ整備における

特定利用空港・港湾指定の追加検討において、長崎県が管理する「福

江港」「対馬空港」「壱岐空港」が対象候補となっていることが、６

月９日に県から公表されました。 

この制度は、大規模災害などの有事や緊急事態への対応を見据え、

平時から自衛隊や海上保安庁の航空機・船舶が円滑に利用できるよ

う訓練などを行うことで、有事における迅速な救助活動や物資輸送

を可能とし、地域住民の生命と暮らしを守ることを目的とするもの

です。現時点では、国から県に対する打診段階であり、具体的な指

定内容や運用方法については、今後示されるものと考えております。 
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本市といたしましては、対馬市及び五島市とも情報共有を図ると

ともに、国・県に対して説明を求めるなど、制度内容の把握をはじ

め、地域や市民生活への影響などについても確認するとともに、市

民皆様への情報提供を行いながら、慎重に検討を進め、議会とも連

携して適切に対応してまいります。 

次に、近年、全国各地で頻発化・激甚化する風水害や大規模地震

は、「いつ、どこで発生するか」、予測が困難な状況にあります。 

これから集中豪雨、台風などの自然災害が起こりやすい時期を迎

えるにあたり、被害を最小限に抑えるためには、市民皆様お一人お

ひとりが「自らの命は自らで守る」という強い意識、すなわち「自

助」の取組が重要となってまいります。 

そのため、「広報いき」６月号にも掲載しておりますが、避難の際

に持ち出す備蓄品や日常的に利用している食品を、少し多めに買い

置きし、賞味期限の古いものから消費し、その分だけ新しく買い足

す、食品備蓄の方法「ローリングストック」を実践されるなど、さ

らなる防災意識の向上に努めていただきますようお願いいたします。 

（２）消防・救急の現状 

第８期消防団の編成替えに伴い、安川
やすかわ

 昭彦
あきひこ

 団長が再任されまし

た。消防団員数は年々減少しており、昨年同時期に比べて４３名減

の７４４名ですが、本市にとって消防団は無くてはならない存在で

あり、あらゆる災害への対応やイベントにもご協力いただいており

ます。 

壱岐市といたしましても、団員の確保に努めるとともに、消防団
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をはじめとする関係機関と連携を図り、防災体制に万全を期してま

いります。 

また、今後、気温の上昇とともに、熱中症による救急搬送の増加

が危惧されますので、屋外での作業の際は、こまめな水分補給を行

なっていただくとともに、室内においても熱中症の恐れがあります

ので、エアコンや扇風機を有効に使用し、体調管理に十分ご注意さ

れますようお願いいたします。 

 

７．議案説明 

 次に、議案関係についてご説明いたします。 

（１）補正予算 

 本議会に提出した令和８年度補正予算の概要は、一般会計補正額       

２億７，９０２万５千円となります。 

なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は、２５０億

２，９０２万５千円となっています。 

（２）その他の議案 

本日提出いたしました案件の概要は、条例の専決処分の報告２件、

損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告１件、令和７年度予算の

専決処分の報告１件、予算の繰越計算書の報告２件、条例の一部改

正・廃止に係る案件５件、計画の策定１件、予算案件１件となってお

ります。 

何とぞ慎重にご審議をいただき、適正なるご決定を賜りますよう

お願いいたします。 
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８.おわりに 

 以上をもちまして、３月会議以降の市の重要事項及び政策など

についてご報告いたしましたが、様々な行政課題に対し、今後も誠心

誠意、全力で取り組んでまいりますので、議員各位並びに市民皆様

のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

令和８年６月１１日 

壱岐市長 篠 原 一 生   

 


